
9学内の眼：私のプロジェクトと夢

　数理物質科学研究科・物理学専攻では、

文部科学省特別教育研究経費（教育改革）

の交付を得て、平成19年度から「宇宙史一

貫教育プログラム」を5年計画で開始した。

教育改革の視点から、本教育プログラムに

ついて紹介する。

鍛える大学院

　大学院の使命は、我々の研究の後継者と

しての研究者育成、そして大学院で学んで

きた経験を、直接的、或いは間接的に生か

すことができる高度職業人を育成すること、

この2点であろう。いずれにおいても、大学

院までで学んだことだけにしがみつくので

はなく、新しい研究分野の開拓ができるこ

と、そして、国際的リーダーシップを取れ

ることが、資質として求められている。そ

のような人材育成を行うためには、（a）基

礎から応用までの広い学問的素養と、（b）

視野の広い研究・勉学姿勢に加え、（c）国

際的社会感覚と人的強さを持った、実践的

人材に向けた鍛錬が必要である。（a）、（b）

に関しては、急速な学問の応用・展開に対

応する制度として「連携大学院方式」が本

学ではシステムとして取り入れられ、一定

の効果を挙げているが、そこに加えて、（c）

を達成しうる教育システムを取り入れるこ

とが求められているのではないだろうか。

「英語を話せる」、「外国人とコミュニケー

ションをとれる」ことだけで「留学体験者」

が優遇された時代は終わり、近年は、国際

プロジェクトのリーダーを務められる能

力が求められ、「海外プロジェクト経験者」

に社会の需要が集まっている。すなわち、

国際的社会感覚をしっかりと持ち、英語で

リーダーシップを発揮出来る人材が求め

られているのである。人的強さの鍛錬も必

要である。ホームグラウンドだけでなくア

ウェイでも活躍出来る人材、英語で“けん

か”のできる人材を育成する観点がこれか

らの大学院教育には必要である。最近は、

この資質を「人間力」と呼ぶようである。現

代の研究者として、或いは高度職業人とし

て生き抜くために必要な素養としての「人
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間力」を身につけさせるのである。決して

「精神論」ではなく、技能教育のひとつであ

ることに留意して欲しい。

教育システムの見直し

　従来の大学院教育は研究室がすべてで

あった。大学院の講義やゼミも場合によっ

てはそれぞれの研究室単位で行われ、やや

もすると密室的状況の中で講義も研究指導

も行われてきている。小さい研究室では教

員1～2名と院生という状況の中で進められ

ている。いわばアットホームな環境の中で

大学院指導が行われることが悪いわけでは

ないが、教員の資質によって指導内容が大

きく変わってしまうという弊害がある。院

生の方も研究室という「たこつぼ」に安住

してしまって、外の世界を見ようとしない、

学ぼうとしないという傾向もあるようだ。

その原因として、研究室在学の間に自らの

専門性を高め、細分化された分野における

優位性を担保することに専ら集中した結果

だとも考えられるが、これでは新たな展開

を図る力は育たない。「人間力」養成を各研

究室の努力にゆだねるのではなく、大学院

教育のシステムとして組み込むことが「教

育の質の保証」といった観点からも重要で

はないだろうか。「宇宙史一貫教育プログラ

ム」は、実は、幅広い視野の醸成と人間力養

成をコースワーク化する試みなのである。

素粒子・原子核・宇宙観測の国際共同実

験

　素粒子、原子核、宇宙は、それぞれ現代物

理学の学問分野である。特徴的なことは、

本学のこれらの分野は、それぞれ国際協力

研究で推進してきたということである。素

粒子実験グループは米国フェルミ研究所

（FNAL）のCDF国際共同実験、原子核実験

グループは米国ブルックヘブン国立研究所

（BNL）のPHENIX国際共同実験や欧州共同

原子核研究機構（CERN）のALICE実験な

ど、また宇宙観測グループでは国内外の電

波望遠鏡を連動させた測定を行ってきてい

る。これら数百人規模の大型国際共同実験

では多くの研究者や大学院生が世界各地か

ら集まり、自らの興味に従ってテーマごと

に小グループを作り、共同作業で研究を進

めている。当然これらの小グループは民族

習慣も違った国際混成チームとなる。大学

院生を前期課程1～2年生からこれら小グ

ループに参加させ、実験準備の検出器組み

立て作業から、実験装置の運用、データ解

析まで体験させている。ここには国内外の

研究者や大学院生と英語で議論し、互いに

切磋琢磨する環境が存在しているのである。

　これらの共同実験では、検出器の建設や、

24時間態勢で数ヶ月の間測定作業を継続す

るなどの場面において、協力・協調が極め

て重要になってくる。一方で、学会報告や
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学術論文作成に向けてデータ解析を進める

際には、熾烈な競争が行われる。この協力・

協調と研究競争が「人間力」を高める有力

かつ貴重なプロセスになるのである。

新たな自然科学の視点醸成の仕掛け

　現代の物理学は、素粒子物理学、原子核

物理学、宇宙物理学などと細分化・専門化

が進んでいる。だが、細分化・専門化だけ

では21世紀の自然科学を持ち堪えることは

できないだろう。既存の物理学の枠組みを

超越した、新たな視点が生み出されなけれ

ばならない。このことは19世紀に力学や化

学など細分化された学問体系から全く新し

い視点としての量子力学が20世紀になって

誕生し、これらを統合したことと全く同じ

である。新たな自然科学の視点をもたらし

うる教育・研究システムが必要ではないだ

ろうか。宇宙の歴史の研究～宇宙創成、素

粒子の生成、元素合成、物質生成、生命誕生

に至る「宇宙史研究」は、宇宙物理学、素粒

子物理学、原子核物理学、プラズマ物理学、

物性物理学、生命物理学をも貫く研究であ

り、その研究を通して分野横断的視点を担

保し、21世紀の自然科学への突破口を模索

する仕掛けとなっているのである。

宇宙史一貫教育と本年度の実績

　平成19年度から、米国フェルミ研究所、

欧州共同原子核研究機構の2箇所に本学の

教育・研究拠点を設置し、前期課程1年生9

名、後期課程1年生4名が参加を始めた。年

次進行で参加者が増加していく。前期課程

の院生は、当該大学院生の所属する研究分

野とは異なった分野の実習（宇宙史拠点実

習Ⅰ、Ⅱ、宇宙観測実習；各1単位、各2～3

週間程度）を受ける。さらに、各拠点で用意

された講義・セミナー等の宇宙史特講Ⅰ、

Ⅱを受講する。後期課程においては、学位

論文作成に向けた研究活動を、世界の大学

院生とともに一流の研究者と互いに議論・

切磋琢磨して、学位論文の作成を目指す。

　本年度、前期課程1年生を早速米国の

フェルミ研究所に5名、スイスのCERN研究

所に4名を拠点実習として送り出した。約

1ヶ月の滞在期間に、現地での講義やセミ

ナーを受講するとともに、研究活動に従事

させた。実習最後の研究報告会は現地から

テレビ会議システムを使い、本学にも継い

で実施した。両拠点ともに参加者は研究の

まとめに追われ、最後の1週間は殆ど寝て

いないという猛者も現れた。研究のレベル

としては、修士論文の半分位を拠点実習の

1ヶ月で仕上げたという印象であった。実習

参加者の意識も高く、刺激を受けることが

出来ている。当初の目的の通りの効果を挙

げていると思われる。
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国際連合型連携大学院構築にむけて

　国際共同実験が鍛える大学院の現場とし

て有効であり、それを大学院カリキュラム

に取り込む工夫が本プログラムであるが、

もう一歩踏み込んで、国際共同実験その

ものが、国際連合型連携大学院であるとの

認識にいたれば、と考えている。研究推進

を旗頭に集まった集団が、国際共同実験グ

ループであるが、その多くは大学院生を抱

えており、研究推進の重要な戦力でもある。

既に意識として、大学院生教育は当該分野

の将来に大変重要であるというコンセンサ

スは存在しており、もう一押しで国際共同

実験そのものが、国際連合型連携大学院に

なりうるものとなると考えている。国や大

学によって制度が違うため、難しい面もあ

るが、国際連合型連携大学院構想に賛同し

てくれる研究者も多い。まずは、日本（筑

波大、東大）・ドイツ（ハイデルベルグ大）・

韓国（延世大）の3者で、大学間教育研究協

定を結ぼうとしている状況だ。




